
８2024年（令和6年）3月31日（日曜日）（第三種郵便物認可）
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釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社
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当
所
（
栗
林
定
正
会
頭
）
の
令
和
５
年
度
第
２
回
通
常
議
員
総
会
が

日
（
木
）
午
前

時
よ
り
、
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
、
委
任
状
を
含
め
て

人
が
出
席
し

た
。
議
事
で
は
、
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
や
収
支
予
算
（
案
）
の
ほ
か
、
創
立

１
０
０
周
年
の
記
念
事
業
に
係
る
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
０
２
３
年
度
第
３
回
商
工

振
興
委
員
連
絡
会
議
が

日

（
木
）
午
後
５
時

分
よ
り
釧

路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

人
が

出
席
し
た
。

　
商
工
振
興
委
員
制
度
は
、
当

所
栗
林
定
正
会
頭
よ
り
地
区
別

・
業
種
別
に
委
員
を
委
嘱
す
る

も
の
で
、
小
規
模
事
業
者
の
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
当
所

経
営
指
導
員
と
連
携
し
事
業
者

が
抱
え
る
経
営
課
題
の
相
談
対

応
や
各
種
支
援
情
報
を
周
知
し

て
い
る
。
委
員
は
現
在

人
。

　
は
じ
め
に
森
村
好
幸
副
会
頭

よ
り
振
興
委
員
に
対
し
て
謝
意

を
伝
え
「
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
社

会
経
済
活
動
の
正
常
化
に
向
け

て
動
き
出
し
て
い
る
一
方
で
、

物
価
高
に
よ
る
個
人
消
費
の
低

迷
、
人
手
不
足
や
事
業
承
継
問

題
、
原
材
料
等
の
価
格
高
騰
な

ど
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
環

境
に
あ
る
。
こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
振
興
委
員
の
皆

様
の
お
力
添
え
を
賜
り
な
が

ら
、
経
営
相
談
に
努
め
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
続
い
て
、
当
所
の
中
小
企
業

相
談
所
を
所
管
す
る
中
小
企
業

委
員
会
の
福
田
紀
幸
委
員
長
は

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
や
電

子
帳
簿
保
存
法
改
正
な
ど
様
々

な
制
度
変
更
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
地
域
の
事
業
者
と
商
工
会

議
所
を
繋
ぐ
パ
イ
プ
役
で
あ
る

振
興
委
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の

も
と
、
事
業
者
支
援
に
取
り
組

む
」
と
述
べ
た
。

　
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
議
事
で

は
、
２
０
２
３
年
度
事
業
報
告

と
し
て
連
絡
会
議
や
産
業
視
察

研
修
の
ほ
か
、
業
種
別
に
行
わ

れ
た
懇
談
会
、
経
営
指
導
員
に

よ
る
指
導
件
数
、
各
種
金
融
制

度
の
利
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

　
ま
た
、
当
所
の
２
０
２
４
年

度
事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
し

た
ほ
か
、
各
種
支
援
制
度
に
関

す
る
情
報
提
供
が
行
わ
れ
た
。

日に開催した通常議員総会

日に開催した講演会

連絡会議であいさつする森村副会頭

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
主
催

す
る
『
補
助
金
・
助
成
金
活
用

セ
ミ
ナ
ー
』
が
、
４
月

日
（
金
）

午
後
５
時

分
よ
り
オ
ン
ラ
イ

ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
に
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
新
年
度
に
期
待
さ
れ
る
補
助

金
制
度
や
、
小
規
模
事
業
者
が

活
用
し
や
す
い
助
成
金
制
度
・

補
助
金
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て

㈱
エ
フ
ア
ン
ド
エ
ム
の
河
合
幹

雄
氏
が
解
説
し
ま
す
。

　
参
加
無
料
で
定
員
は

名
。

お
申
し
込
み
や
お
問
い
合
わ
せ

は
、
４
月

日
（
水
）
ま
で
に

日
本
政
策
金
融
公
庫
釧
路
支
店

国
民
生
活
事
業
（
０
５
７
０
）

０
０
２
１
７
２
へ
。

補
助
金
・
助
成
金
概
要
説
明

来
月

日
に
セ
ミ
ナ
ー

。。。
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釧
路
貿
易
振
興
会
（
佐
々
木

勉
会
長
）
の
主
催
す
る
講
演
会

が

日
（
木
）
午
後
２
時
よ
り

市
内
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
当

会
会
員
や
釧
路
商
工
会
議
所
会

員
、
行
政
職
員
な
ど
約

人
が

参
加
し
た
。

　
本
講
演
会
は
、
道
内
の
農
水

産
品
や
酪
農
畜
産
品
の
輸
出
の

現
状
な
ど
を
学
ぶ
た
め
、
日
本

貿
易
振
興
機
構
北
海
道
貿
易
情

報
セ
ン
タ
ー
（
＝
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

北
海
道
）
と
共
催
し
２
部
構
成

で
行
わ
れ
た
。

　
第
１
部
で
は
、
は
じ
め
に
北

海
道
農
政
事
務
所
生
産
経
営
産

業
部
事
業
支
援
課
の
池
田
誠
課

長
補
佐
が
講
演
。
池
田
氏
は
、

日
本
の
農
林
水
産
物
の
輸
出
状

況
に
つ
い
て
全
国
的
に
輸
出
額

が
伸
び
て
い
る
一
方
、
北
海
道

に
お
い
て
は
中
国
の
水
産
物
禁

輸
措
置
に
よ
る
影
響
で
減
少
し

て
い
る
と
解
説
し
た
ほ
か
、
国

な
ど
が
行
う
輸
出
支
援
策
を
説

明
し
た
。

　
ま
た
、
香
港
と
台
湾
で
事
業

者
の
輸
出
支
援
を
行
っ
て
い
る

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
香
港
の
山
﨑
祐
介

市
場
開
拓
部
長
と
（
公
社
）
日

本
台
湾
交
流
協
会
台
北
事
務
所

の
野
田
広
宣
経
済
部
主
任
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
登
壇
し
、
日
本
産

の
食
品
を
中
心
に
現
地
の
食
品

の
輸
入
状
況
や
市
場
の
動
向
を

解
説
し
た
。

　
続
い
て
第
２
部
で
は
、
Ｊ
Ｅ

Ｔ
Ｒ
Ｏ
北
海
道
の
深
澤
竜
太
係

長
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
演
し
、

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
が
実
施
し
て
い
る

海
外
展
開
の
支
援
事
業
を
紹

介
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
は
ア
ジ
ア
を
中

心
に

か
国
・

の
事
務
所
が

あ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
現
地
の
情
報
を
発
信
し
て
い

る
ほ
か
、
商
談
会
や
セ
ミ
ナ
ー
、

海
外
バ
イ
ヤ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
、
外
国
人
材
採
用
な
ど
幅
広

い
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
海
外

展
開
へ
向
け
て
積
極
的
な
活
用

を
呼
び
掛
け
た
。

　
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
栗
林
会

頭
は
「
昨
年
５
月
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
分
類
が

移
行
し
、
社
会
経
済
活
動
が
日

常
へ
戻
り
つ
つ
あ
る
一
方
で
、

事
業
者
は
労
働
力
不
足
や
物
価

高
に
伴
う
賃
上
げ
、
２
０
２
４

年
問
題
な
ど
、
様
々
な
経
営
課

題
を
抱
え
て
い
る
。
山
積
す
る

課
題
解
決
に
向
け
て
民
間
の
視

点
で
提
言
や
行
動
を
起
こ
す
こ

と
が
肝
要
で
あ
り
、
積
極
的
な

活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
、
役
員
・
議
員
へ
協
力

を
求
め
た
。 

　
続
い
て
行
わ
れ
た
議
事
で

は
、
令
和
５
年
度
収
支
補
正
予

算
（
案
）
や
令
和
６
年
度
事
業

計
画
（
案
）
、
同
収
支
予
算
（
案
）

の
審
議
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

　
令
和
６
年
度
は
、
地
域
が
抱

え
る
経
営
課
題
の
解
決
、
地
域

経
済
の
発
展
に
向
け
て
①
政
策

提
言
活
動
②
産
業
の
育
成
振
興

③
街
づ
く
り
の
推
進
・
都
市
機

能
の
充
実
④
中
小
企
業
の
振
興

・
人
材
の
育
成
⑤
組
織
・
運
営

基
盤
強
化
⑥
特
別
事
業
に
つ
い

て
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
し

て
お
り
、
特
に
〝
仕
掛
け
る
〞

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
掲
げ
、
『
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
『
産
業
』

『
街
』
『
人
材
』
『
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
』
の
５
分
野
に
つ
い
て

重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
決

め
ら
れ
た
。

　
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

陸
・
海
・
空
の
交
通
拠
点
の
機

能
向
上
を
目
指
す
ほ
か
、
産
業

で
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

へ
の
取
り
組
み
を
推
進
。
さ
ら

に
〝
ま
ち
〞
の
復
活
と
賑
わ
い

の
創
造
に
向
け
て
取
り
組
み
を

進
め
る
。
人
材
分
野
で
は
、
地

域
で
活
躍
す
る
人
材
育
成
の
た

め
、
高
等
教
育
機
関
へ
の
理
工

農
系
学
部
学
科
の
増
設
を
目
指

す
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、

釧
路
の
冷
涼
な
気
候
風
土
の
優

位
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
戦

略
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
収
支
予

算
（
案
）
で
は
、
前
年
度
当
初

予
算
よ
り
１
２
６
０
万
円
を
増

額
し
た
総
額
３
億
８
３
７
０
万

円
を
予
算
計
上
し
た
ほ
か
、
創

立
１
０
０
周
年
に
係
る
予
算
が

承
認
さ
れ
た
。


